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第 １２ 回 草津市農業委員会総会 会議録 

 

開会 令和３年６月１０日（木） 午後１時３０分～ 

 

 

第 １  会議録署名委員の指名 

 

第 ２    報告第 １４ 号 

        農地法第４条第１項第８号の規定による届出の報告について（報告） 

 

第 ３  報告第 １５ 号 

  農地法第５条第１項第７号の規定による届出の報告について（報告） 

 

第 ４  報告第 １６ 号 

   農地法第１８条第６項の規定による賃貸借解約通知について（報告） 

 

第 ５  議 第 ２４ 号 

   農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて 

提案説明、案件に関する質疑、採決 

 

第 ６    議 第 ２５ 号 

   農地法第４条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて 

提案説明、案件に関する質疑、採決 

 

第 ７  議 第 ２６ 号 

   農地法第５条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて 

提案説明、案件に関する質疑、採決 
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 １. 農業委員         

・会議に出席した委員 
      

 

 １番 
 
山元 泰宏  ２番 

 
石田 隆司 ３番  中野 隆史 

 

 ４番  横江 岩美 ５番  横江 年男 ６番   堀井 信一 

 

７番  山本 英裕 ８番  木村 幸夫 １０番  中島 紀昭 

 
１１番  小川 雅嗣 １２番  横江 吉美 １３番  中村 好明 

 
１４番  堀 裕子       

・会議に欠席した委員   

    ９番 木下 範明 

２.農地利用最適化推進委員                                                    

・会議に出席した委員                                                     

 
２番  吉川 眞史 ３番  田村 捨要 ５番  久保 和久 

 
６番  三澤  ７番  山田 稔幸 ８番  中川 正平 

 
９番  杉江 日出男 １０番  原 孝博    

３.事務局 

・会議に出席した職員                                                     

事務局長 
 
相井 義博 参事 

 
服部 英亜 主査 

 
米田 由佳 

  主任  宇野 耀       
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事務局長 

 

定刻となりましたので、ただいまから第１２回農業委員会総会を開催いた

します。 

目下、コロナウィルス感染症対策として、庁舎内は、換気のため窓の開放

を行っておりますこと、予め、御了承願います。 

ただいまから第１２回農業委員会総会を開催いたします。 

本日、９番 木下 範明委員が欠席されておりますが、出席委員は１４名

中 １３名で定足数に達しておりますので、総会は成立しておりますことを

御報告します。 

また、本日は傍聴の方はおられません。 

なお、議案説明については、個人情報の関係から個人が特定されない表現

で説明等を行いますので、御了承願います。 

それでは、農業委員会憲章の唱和をお願いします。 

 

     （ 農業委員会憲章の唱和 ） 

 

事務局長 

 

ありがとうございました。それでは、会長よろしくお願いいたします。 

会長 皆さま、こんにちは。 

昨日、今日と暑い日が６月に入ってまだ１０日なんですけれども、１１時

現在で兵庫県の猛暑日も出ております。異常気象というか、温暖化というか、

人間もそうですが、植物にとっても過酷な環境なのではないかと思います。

農業は、稲作だけでなく全般にこういった天候不順等がありますと、作柄が

悪くなったり、作業に支障が出たりします。本当に農業をやっていく上でマ

イナス面ばかりな様な気がしてなりません。マイナスばかりでありますけれ

ども、人間の知恵と技術等は年々上がっている様ですので、皆さんも頑張っ

て、農業を進めていって欲しいと思います。私の所も田植えが終わりまして、

皆さんもこれから稲刈りのシーズンだと思いますけれども、体には十分気を

付けてください。 

この前も、こちらに持ってきたのですが、これは竹の花です。先日ＮＨＫ

でもやってましたけど、ハチクが１２０年に１回咲きます。モウソウチクが

６７年に１回花が咲くそうです。花が咲いた藪も全部茶色になって枯れてし

まいますので竹の子も出てません。集町のグリーンハットの近くの竹やぶな

んですけど、たまたま田んぼをしている隣がいつも藪が出てきて邪魔だと言

っていたらその竹が丁度枯れてくれまして、異常気象ではないと思うんです

けど、１２０年に一度の一生に一度、見るか見ないことであります。植物の

観察として御覧ください。 
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会長 ただいまから、第１２回 草津市農業委員会総会を開会します。 

本日の議事日程は、予め、お手元に配布いたした通りでありますので、こ

れを御了承願います。 

 

会長 それでは、これより日程に入ります。 

日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、会議規則第１８条第２項の規定により、議席番号６番 

堀井 信一委員、議席番号１０番 中島 紀昭委員以上の両人を指名いたし

ます。 

 

会長 次に、日程第２ 報告第１４号「農地法第４条第１項第８号の規定による

届出の報告について」番号１番を議題とし、事務局より、報告事項の朗読と

説明を願います。 

 

事務局 

 

それでは、報告第１４号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出に

ついて説明いたします。 

この届出は、市街化区域内の自己使用目的に伴う転用です。 

今月の届出は１件です。 

議案書は２ページでございます。 

番号１番について、届出人が露天資材置場として、本人が所有する山寺町

地先の登記地目 田、現況 雑種地の土地１筆５７３㎡を転用されようとす

るものです。 

当該地は前所有者が平成１９年頃に隣接地と併せて建設会社に資材置場と

して賃貸しており、隣接地は当時転用届出がなされたものの、当該地は届出

がなされないまま現在まで資材置場として使用されてきたものであり、今回

経過書を添付のうえ、届出がなされました。 

周囲は、山林、雑種地、宅地であり、隣地承諾を得なければならない農地

はございません。 

本届出につきましては、「農地法関係事務にかかる処理基準」第６の３の

（２）の届出を受理しない場合に該当しないため、受理については問題ない

ものとし、５月２１日付けにて、専決規定に基づき、局長専決により受理し

ております。以上です。 

 

会長 以上で事務局の説明が終わりました。発言のある方は挙手をお願いします。 

 

 （ 質問・意見なし ） 

 



5 

 

会長 発言が無いようですので、報告第１４号を終わります。 

 

会長 次に、日程第３ 報告第１５号「農地法第５条第１項第７号の規定による

届出の報告について」番号１番から番号３番までを議題とし、事務局より、

報告事項の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

続きまして、報告第１５号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出

について説明いたします。 

この届出は、市街化区域内の農地の売買、贈与、賃貸借、使用貸借等の権

利移転または権利設定に伴う転用です。 

今月の届出は３件です。議案書は３ページ、４ページでございます。 

はじめに番号１番と番号２番は関連する案件ですので、一括にて説明させ

ていただきます。 

本案件は番号２番の譲受人である市内で不動産業、建設業を営む事業者が、

追分南九丁目地先において開発面積約３，０００㎡の分譲宅地１４区画を計

画されているものです。当該地には山林が多く含まれ、今回は開発地のうち

土地６筆計１，７３４㎡について転用の届出がなされました。契約内容の違

いにより２件に分かれて届出がなされ、まず、番号１番については、譲渡人

が所有する追分南九丁目地先の登記地目 田、現況 山林の土地１筆２６１

㎡を開発区域外にある譲受人が所有するため池と交換されます。また、番号

２番については、譲渡人が所有する追分南九丁目地先の登記地目 田、現況        

雑種地の土地４筆計１，４２９㎡、登記地目 畑、現況 雑種地の土地１

筆４４㎡、計１，４７３㎡を譲受人が売買にて取得されます。番号１番の土

地については山林化しており、また、番号２番の土地については隣接地の造

成および道路整備に伴い駐車場や資材置場として利用されてきたとのこと

で、顛末書添付のうえ、届出がなされました。 

前面道路高に合わせ、切土、盛土を行います。 

雨水排水については、造成地内に新設する側溝を介し、北側の市道追分矢

倉南山田線の道路側溝へ放流されます。 

周囲は、道路、ため池、譲受人所有地、宅地であり、隣地承諾を得なけれ

ばならない農地はございません。 

次に番号３番は、譲受人が、宅地として利用するため、譲渡人が所有する

矢倉二丁目地先の畑１筆８９㎡、登記地目 田、現況 畑の土地１筆１４２

㎡、計２３１㎡を売買にて取得し、転用されようとするものです。 

現況 畑のため、造成工事は行われず、地ならし程度の整地を行います。 

周囲は、道路、宅地、譲受人所有地、田であり、田の所有者から隣地承諾

を得られております。 



6 

 

なお、本届出につきましては、「農地法関係事務にかかる処理基準」第６の

３の（２）の届出を受理しない場合に該当しないため、受理については問題

ないものとし、番号１番、２番につきましては５月２５日付け、番号３番は

５月１４日付けにて専決規定に基づき、局長専決により受理しております。

以上です。 

 

会長 以上で事務局の説明が終わりました。発言のある方は挙手をお願いします。 

 

会長 無いようですが、ちょっとよろしいですか。 

１番と２番ですけど、３，０００㎡超えると言われませんでしたか。 

 

事務局 

 

およそ３，０００㎡です。 

会長 ３，０００㎡を超えるのですが、二つに分けて申請すれば３，０００㎡以

下となるのでしょうか。 

 

事務局 

 

いえ、一帯の開発区域としてみますので、いくつかの届けに分けようとも

面積は一つとして考えます。しかしながら、３，０００㎡のうち山林が１，

３００㎡ほどあります。農地転用面積は３，０００㎡以下となります。そも

そも市街化区域ですので、県の諮問案件ではございません。申請を分けたか

ら面積を別々にみるという考え方は農地転用ではしておりませんのでよろし

くお願いします。 

 

会長 ありがとうございます。 

 

会長 他に発言等ございませんか。 

 

会長 発言が無いようですので、報第１５号の報告を終わります。 

 

会長 次に、日程第４ 報告第１６号「農地法第１８条第６項の規定による賃貸

借解約通知について」番号１番の案件を議題とし、事務局から報告事項の朗

読と説明を願います。 

 

事務局 

 

続きまして、報告第１６号 農地法第１８条第６項の規定による賃貸借解

約通知について説明させていただきます。 

議案書の５ページを御覧ください。 

この届出は、農地法第１８条第６項の規定による賃貸借の解約通知であり、
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農地法第３条による賃貸借権の設定を解除するものです。今月は１件の届出

がありました。 

番号１番は、後ほど説明させていただきます農地法第３条の許可の番号１

番と関連する案件です。 

賃借人は賃貸人が所有する山寺町地先の田２筆計２，３２６㎡に対して、

農地法第３条による賃貸借権の設定をされておりましたが、今回、解約につ

いて合意に至ったことから届出がございました。 

解約の理由につきましては、賃借人が高齢により耕作が困難となってきた

ためであります。 

今後は、賃貸人の叔父が耕作されることから、同時に農地法第３条の申請

がなされております。 

なお、この解約通知書につきましては、５月１２日付けにて受理しており

ます。 

以上、賃貸借の解約通知１件について、受理しましたので報告いたします。 

 

会長 以上で事務局の説明が終わりました。発言のある方は挙手をお願いします。 

 

 （ 質問・意見なし ） 

 

会長 発言が無いようですので、報告第１６号を終わります。 

 

会長 次に、日程第５ 議第２４号「農地法第３条第１項の規定による申請に対

し、許可をすることについて」番号１番から３番を議題とし、事務局から議

案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

続きまして、議第２４号 農地法第３条第１項の規定による許可について

説明します。 

この申請は農地の権利移転・権利設定にかかる申請です。今月の申請は３

件です。議案書は６ページです。 

番号１番は、先ほどの農地法第１８条第６項の規定による賃貸借解約通知

の番号１番と関連する案件です。 

借人が貸人の所有する山寺町地先の田２筆計２，３２６㎡に使用貸借権を

設定されようとするものです。 

当該地については、農地法第３条の賃貸借にて他の方が耕作されておりま

したが、高齢により耕作が困難になってきたため、合意解約がなされました。 

貸人は自作することが困難であることから、貸人の母親の弟である借人が

耕作されようとするものです。 
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栽培計画については、今後、水稲を作付される予定です。 

今回の取得により譲受人の耕作農地は５，４３３㎡となりますことから、

農地法第３条第２項第５号に定める下限面積の要件を満たしております。 

また、その他の要件についてですが、第１号の全部効率化要件については、

現在所有する農地について全て耕作されており、取得後においても効率的に

利用、耕作されるものと判断しております。第２号の法人要件および第３号

の信託要件については、譲受人は個人であるため該当いたしません。第４号

の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事できると認

められます。第７号の地域調和要件については、譲受農地の地域生産組合と

農地取得後の耕作ルール、農地の保全等について調整されておられますこと

から、地域調和に支障を生ずる恐れがないと認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

次に番号２番は、譲受人が譲渡人の所有する岡本町地先の田１筆３１７㎡

を売買にて取得されようとするものです。 

譲受人は、耕作地を増やして、規模の拡大を図ろうとされております。また、

譲渡人は自作が負担となっており、希望者がおられれば譲渡しても良いと考

えておられました。そのため、両者で話がまとまり今回の申請に至ったもの

であります。 

栽培計画については、今後、水稲を作付される予定です。 

今回の取得により譲受人の耕作農地は６，３３２㎡となりますことから、

農地法第３条第２項第５号に定める下限面積の要件を満たしております。 

また、その他の要件についてですが、第１号の全部効率化要件については、

現在所有する農地について全て耕作されており、取得後においても効率的に

利用、耕作されるものと判断しております。第２号の法人要件および第３号

の信託要件については、譲受人は個人であるため該当いたしません。第４号

の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事できると認

められます。第７号の地域調和要件については、当該地は譲受人の住所地で

ある岡本町地先であることから、地域調和に支障を生ずる恐れがないと認め

られます。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

次に番号３番は、譲受人が譲渡人の所有する下笠町地先の畑１筆３１２㎡

を売買にて取得されようとするものです。 

譲受人は、農業規模の拡大を図ろうとされております。また、譲渡人は、

高齢により耕作が困難になってこられました。そのため、両者で話がまとま

り今回の申請に至ったものであります。 
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なお、譲受人は、京都市にお住まいですが、既に南山田町地先の田５，２

９７㎡、下笠町地先の田８，７３２㎡、計１４，０２９㎡を耕作されており

ます。 

栽培計画については、今後、当該地にはねぎを作付される予定です。 

今回の取得により譲受人の耕作農地は１４，３４１㎡となりますことから、

農地法第３条第２項第５号に定める下限面積の要件を満たしております。 

また、その他の要件についてですが、第１号の全部効率化要件については、

現在所有する農地について全て耕作されており、取得後においても効率的に

利用、耕作されるものと判断しております。第２号の法人要件および第３号

の信託要件については、譲受人は個人であるため該当いたしません。第４号

の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事できると認

められます。第７号の地域調和要件については、譲受農地の地域生産組合と

農地取得後の耕作ルール、農地の保全等について調整されておられますこと

から、地域調和に支障を生ずる恐れがないと認められます。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

以上、許可申請書３件について、添付書類等を確認いたしましたが、不備

等はないものと考えますので、御審議賜りますようよろしくお願いいたしま

す。     

 

会長 以上で事務局の説明が終りました。ただいまの事務局の説明に関連して、

地区担当委員から現地調査の結果ならびに補足説明をお願いします。 

番号１番と２番の案件につきましては、議席番号１番委員お願いします。 

 

１番 

 

１番の案件は、田んぼで、貸人の母親の弟である借人がそのまま使用貸借

されるということです。周囲はきれいに整備された田んぼの状態で特に問題

はございませんでした。 

２番の案件は、譲受人が自分の田んぼの隣を売買で購入するという状態で

す。周囲も田んぼでございまして、特に問題とすることはございませんでし

た。以上です。よろしく御審議お願いします。 

 

会長 ありがとうございます。 

番号３番の案件につきましては、議席番号７番の私が説明します。 

 ３番の案件でございますが、譲受人は説明のありました通り、市内で１．

４ヘクタールほど、耕作されております。私も下笠で何筆か田んぼをしてい

ますが、ちょうど隣に作っておられまして、既に下笠３筆とも田んぼは植わ

っておりますし、カラス除けの糸等張って丁寧に作業されておられます。京
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都市に在住ですので、こちらまで常に田んぼ等の管理に来ておられます。推

進委員さんと個別ではありますけど、確認させていただきましたが、当該地

は畑でありまして、一部ハウスが建っております。遠いので、こちらで車を

止めたり、機械を置いたりされるのかなと思いまして、もし建物等を建てら

れることがあっても、３年３作はして頂くようにと念を押しております。又、

当該地は、譲渡人以外のいわゆるやみ小作で野菜等を作付けされている方が

おられますが、今現在、なすび、きゅうり等の夏野菜、また菊の花等が植わ

っておりましたが、今シーズンの収穫が終わり次第返還するということです

ので、遅くとも年内には渡せるということでございましたので、何ら問題な

いと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

会長 これより、質疑に入ります。 

ただいまの、事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方

は挙手願います。 

 

推進委員 

７番 

 

受け人の所有する面積はゼロですか。 

会長 

 

１４，０２９㎡ですね。 

資料の方は１番も３番も受け人の面積はゼロになっていますけれども、事

務局が読み上げられたところ、１番の面積もあります。 

 

推進委員 

７番 

 

資料のミスですか。 

事務局 

 

 

申し訳ございません。資料の印刷ミスでございます。今回の譲受人の名義

が奥さんになっておりますが、先程申し上げた面積は御家族全体の面積でご

ざいまして、その他は旦那さんの名義になっておりますことから、議案書を

作る時に奥さんの所有農地ということで数字を引っぱってきてしまいました

ので、ゼロになってしまっておりますが、世帯でみますと、１．４ヘクター

ルございますので、誤植となります。訂正の御記入をお願いしたいのですが、

議案書の６ページの１番の山寺町の受け人の耕作面積は、５４．３という数

字をお願いいたします。３番下笠町につきましては、１４０．３を御記入願

います。お詫びして訂正いたします。 

 

会長 これは、購入後の数字ですよね。 
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事務局 

 

 

すみません。購入前ですので、１番の譲受人の耕作面積は、３１でお願い

いたします。３番は今の数字で正しいです。 

 

３番 一つよろしいですか。奥さんの名前だから、ゼロでも購入オーケーと言わ

れましたけれど、これは、今まで世帯として考えてきているということです

か。 

 

事務局 

 

そうです。農地法の耕作面積は、世帯でみております。 

 

会長 もう一点よろしいですか。 

売買の場合なら５反要件は必ずいると思いますが、１番は使用貸借ですが、

使用貸借の場合でもいるのですか。 

 

事務局 

 

はい。使用貸借、賃貸借の場合でも許可の際は５反要件が関係いたします。 

 

会長 利用権設定だけは、関係なしですか。 

 

事務局 

 

利用権設定の場合は、農地法ではございませんので該当いたしません。 

 

会長 はい、ありがとうございます。 

 

会長 その他、御意見御質問はございませんか。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第２４号「農地法第３

条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて」を原案のとお

り決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。  

  

 （挙手全員） 

 

会長 挙手全員であります。 

よって、議第２４号「農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可

をすることについて」は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 次に、日程第６ 議第２５号「農地法第４条第１項の規定による申請に対
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し、許可をすることについて」番号１番、番号２番を議題とし、事務局から

議案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

続きまして、議第２５号 農地法第４条第１項の規定による申請について

説明させていただきます。 

この申請は市街化調整区域内の自己使用目的に伴う転用です。 

今月の申請は２件です。 

議案書は７ページです。 

はじめに番号１番は、申請人が露天貸駐車場として、本人が所有する川原

町地先の登記地目 田、現況 雑種地の土地１筆１６９㎡を転用されようと

するものです。 

申請地は約３０年前から隣接地の宅地と一体で資材置場として利用され、

今回、顛末書を添付のうえ、申請があったものでございます。 

周囲は、宅地、雑種地、道路であり、隣地承諾を得なければならない農地

はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、顛末案件のため、事業の目的が確実に果たされると

判断されます。 

よって本議案を許可することについては、農地法第４条第６項に該当しな

いことから許可相当と考えます。 

次に、番号２番は、申請人が個人住宅として、本人が所有する北大萱町地

先の登記地目 田、現況 宅地の土地１筆８４㎡を転用されようとするもの

です。 

 申請地には昭和５４年に申請人の父親により住宅、風呂、車庫が増改築

されており、今回、申請人が相続をなされ、手続きを進めていく中で、転用

手続きがとれていないことが判明し、経過書添付のうえ、申請があったもの

でございます。 

既に宅地として利用されており、工事等はございません。 

周囲は、宅地、水路、道路であり、隣地承諾を得なければならない農地は

ございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農
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地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、顛末案件のため、事業の目的が確実に果たされると

判断されます。 

よって本議案を許可することについては、農地法第４条第６項に該当しな

いことから許可相当と考えます。 

以上、２件、添付書類等確認いたしましたが、不備等はないものと考えま

すので、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

会長 以上で事務局の説明が終りました。 

ただいまの事務局の説明に関連して、地区担当委員から現地調査の結果な

らびに補足説明をお願いします。 

番号１番の案件につきましては、議席番号８番委員お願いします。 

 

８番 

 

５月１６日に、推進委員さんと現地確認に行って参りました。顛末案件で

誠に申し訳ございませんが、今、事務局がおっしゃった通りですので、御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

会長 ありがとうございます。 

番号２番の案件につきましては、議席番号９番委員が本日欠席のため、委

員の確認内容について事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

 

先日、９番委員よりお電話にて伺っておりますのは、今回顛末案件でもあ

り、特に問題ないと考えていると聞き及んでおります。 

 

会長 ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 

ただいまの事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方は

挙手願います。 

 

会長 御意見御質問はございませんか。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第２５号「農地法第４

条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて」を原案のとお

り決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 
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 （挙手全員） 

 

会長 挙手全員であります。 

よって、議第２５号「農地法第４条第１項の規定による申請に対し、許可

をすることについて」は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 次に、日程第７ 議第２６号「農地法第５条第１項の規定による申請に対

し、許可をすることについて」番号１番から４番を議題とし、事務局から議

案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

続きまして、議第２６号 農地法第５条第１項の規定による申請について

説明させていただきます。 

この申請は、市街化調整区域内の農地の売買、贈与、賃貸借、使用貸借等

の権利移転または権利設定に伴う転用です。 

今月の申請は４件です。 

議案書は８ページ、９ページです。 

 

はじめに番号１番は、譲受人が、露天駐車場として、譲渡人が所有する矢

橋町地先の畑２筆計５３２㎡、登記地目 畑、現況 雑種地の土地３筆計２

９１㎡、合計８２３㎡を売買にて取得し、転用されようとするものです。 

当該地の現況 雑種地の土地３筆につきましては、過去に畑として貸し出

していたものの、耕作者の死亡により不耕作となり、その跡地を露天駐車場

として利用されてまいりましたことから、今回顛末書を添付のうえ、申請が

ありました。   

申請地の残りにつきましても畑であることから、地ならし程度の整地を行

います。 

雨水排水につきましては、集水桝を介し、南側の道路側溝へと放流されま

す。 

周囲は、譲渡人所有地、宅地、道路であり、隣地承諾を得なければならな

い農地はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、申請地から

おおむね５００ｍ以内に草津総合病院および老上西小学校があり、公益的施

設の整備状況が一定程度に達していることから第３種農地と判断されます。

また、第３種農地での農地転用申請については、原則許可することとなって

おります。 

一般基準については、工事見積書および融資証明書の添付があり、事業の
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目的が確実に果たされると判断されます。 

よって本議案を許可することについては、農地法第５条第２項に該当しな

いことから許可相当と考えます。 

 

次に番号２番と番号３番は関連する案件ですので、一括にて説明させてい

ただきます。 

借人は障害のある方の就労支援をされているＮＰＯ法人でありますが、作

業所を整備するため、貸人が所有する北山田町地先の土地を賃貸借にて借り

受け、転用されようとするものです。 

地目、面積については、番号２番は登記地目 田、現況 雑種地の土地１

筆１６７㎡、番号３番は畑１筆４．０２㎡であります。番号２番の現況 雑

種地の土地については、以前の所有者が農地転用の手続き中に亡くなられ、

状況が混乱する中、転用の申請が完了しないまま駐車場として利用されてま

いりましたことから、今回顛末書を添付のうえ、申請がありました。 

隣地との境界には、Ｌ型擁壁を設置し、盛土を行います。 

雨水排水につきましては、会所桝を介し、南側の市道北山田西３号線の道

路側溝へと放流されます。 

周囲は、雑種地、道路、譲渡人所有地、水路であり、隣地承諾を得なけれ

ばならない農地はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、工事見積書および残高証明書の添付があり、事業の

目的が確実に果たされると判断されます。 

よって本議案を許可することについては、農地法第５条第２項に該当しな

いことから許可相当と考えます。 

 

次に番号４番は、譲受人が、露天駐車場を整備するため、譲渡人が所有す

る南山田町地先の登記地目 田、現況 畑１筆３９８㎡を売買にて取得し、

転用されようとするものです。 

隣地との境界にはＬ型擁壁を設置し、盛土を行います。 

雨水排水につきましては、敷地南側の道路側溝へ放流されます。 

周囲は雑種地、道路、譲渡人所有地であり、隣地承諾を得なければならな

い農地はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投
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資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、工事見積書および融資証明書の添付があり、事業の

目的が確実に果たされると判断されます。 

よって本議案を許可することについては、農地法第５条第２項に該当しな

いことから許可相当と考えます。 

 

以上４件、添付書類等確認いたしましたが、不備等はないものと考えます

ので、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

会長 以上で事務局の説明が終りました。ただいまの事務局の説明に関連して、

地区担当委員から現地調査の結果ならびに補足説明をお願いします。 

番号１番の案件につきましては、議席番号４番委員お願いします。 

 

４番 

 

 

５月１３日に現地確認をさせていただきました。譲渡人の方が、うちの町

内会とご一緒でございます。西側にはお寺と民家があり、また、南側には民

家と道路がありまして、水田、田んぼ等もなく利害関係もないと、隣地確認

されてまして問題ないと判断いたしました。どうかよろしくお願いします。 

 

会長 番号２番、３番の案件につきましては、議席番号５番委員お願いします。 

 

５番 

 

 

確認報告をいたします。 

５月１７日に、推進委員さんと確認に寄せていただきました。その結果、

ただいま事務局の方より御説明があった通りでございます。道路面、また排

水面につきましても問題がございませんでしたのでどうかよろしくお願いを

したいと思います。 

 

会長 番号４番の案件につきましては、議席番号６番委員お願いします。 

 

６番 

 

 

５月１１日に推進委員さんと現地確認をさせていただきました。 

事務局の御説明の通り、排水等問題ありませんので御審議のほどよろしく

お願いいたします。以上です。 

 

会長 ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 

ただいまの、事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方
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は挙手願います。 

 

１４番 

 

図面について教えてほしいのですが、１番は全部で５筆であってますか。

とんでいるところも合わせて５筆ですか。 

 

事務局 

 

申請地が５筆になります。 

 

１４番 

 

申請地と申請地の間のところは何ですか。 

 

事務局 

 

これは、今年の当初に農地転用と開発が出てきたんですけど、間は家の専

用通路みたいに宅地の一部になってまして、ぐねっと曲がった敷地で、図面

でいいますと、●●●●－●の数字の横に家が建ちます。間を通ってその奥

に家が建ちます。大きな畑があって、宅地にするその残りを今回、駐車場に

する土地利用計画でして、両サイドに駐車区画が分かれてますけど、これで

間違いございません。 

 

１４番 

 

申請地の番地はきちんと記載しなくて良いのですか。まとめて何筆で良い

のですか。乱暴だなと思うのですが、番地の記載はいらないのですか。 

 

事務局 

 

そうですね。実際には全部書いておくべきかなと思います。 

１４番 

 

同じ理由で２番、３番は、所有者が違うけれども外１筆というのは土地の

区画は違うはずなので、まとめてしまうと何の意味もないのかもしれません

が、乱暴な気がするのですが、良いのですかね。 

 

事務局 

 

 

ここの太枠については、申請地を分かりやすくするため事業者さんから土

地利用計画図をもらった後で、事務局の方で申請地のマークのためにつけさ

せていただいた番号になりますので、次回からこの様な表記にならないよう

に気を付けてさせていただきます。これは、事業者さんは書いておられない

ので、事務局が後から付けさせていただいた地番になりますので、次回の作

成から気を付けたいと思います。 

 

１４番 

 

ありがとうございます。以上です。 

 

会長 同じようなことですけど、最後の図面ですが、簡単に書きましたという感

じですが、公図に近いような図面で公図を出してこなければならないことは

あるのですか。 
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事務局 

 

 

公図は公図という添付書類をいただいております。御承知の通り、公図と

現況は違うこともあり得ますので、公図はあくまで、地番の並びのみを示し

てますので、公図に近い土地利用計画図というよりは、現況平面図に近い土

地利用計画図を付けなければならないという決まりにはなっております。 

 

会長 もう少し拡大して分かりやすい地図にしてもらえれば良いと思います。 

 

事務局 

 

はい。 

 

会長 他に質問等ございませんか。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第２６号「農地法第５

条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて」を原案のとお

り決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員） 

  

会長 挙手全員であります。 

よって、議第２６号「農地法第５条第１項の規定による申請に対し、許可

をすることについて」は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 以上で、本日の会議に付議された許可等の各案件は、すべて議了されたも

のと認めます。 

 

                

                     閉会  午後 ２時２２分 

  

  

  

  



19 

 

 

草津市農業委員会会議規程第１９条 

 

第２項によりここに署名する 

 

令和 3年 6月 10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会    長    山本 英裕        

 

 

署 名 委 員    堀井 信一         

 

 

署 名 委 員    中島 紀昭         


